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第8期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

目標に対する実施内容の達成状況「◎…達成できた、〇…概ね達成できた、△…達成はやや不十分、✕…全く達成できなかった」

第８期における
具体的な取組

現状と課題
目標

（事業内容、指標等）
目標の評価方法 実施内容

自己評
価結果

自己評価
内容

課題と対応策

1-1さくら体操の推
進

〇介護予防においては運動や
社会参加の機会を設けること
が重要であり、それらの機会
を継続して実施していくため
には、その居場所等に応じて
適切な支援を行う必要があ
る。

〇新型コロナウイルス感染症
の影響で、運動や社会参加の
機会が減少しているため、
ICTの利活用等新たな取り組
みを含めて担保していく必要
がある。

・内容の充実のため、リ
ハ職が会場を巡回し、助
言・指導を行う。
・会場ごとに先頭に立っ
て活動するボランティア
（介護予防リーダー）の
養成講座を行う。

さくら体操の会場数
R2：17か所　→　R5：46
か所

さくら体操の延参加人数
R2：3,700人　→　R5：
12,200人

新規介護予防リーダー養
成者数
毎年10人

年度末に、増数に
対する評価を行
い、計画年時に達
成できるよう進捗
管理も実施する。

・リハ職が会場を巡
回し、介護予防のた
めの助言等を実施。
・体力測定会（年１
回）を行い、リハ職
が自立支援、介護予
防に向け、個々にア
ドバイスの実施。

さくら体操の会場数
42か所

さくら体操の延参加
人数
6,076人

新規介護予防リー
ダー養成者数
9名

○

新型コロナウイ
ルス感染症によ
り、活動を中止
している会場の
再開にむけて調
整を行った。

新型コロナウイルス
感染対策も緩和され
たため、さくら体操
の周知を図る。

1-2地域の居場所に
対する支援の充実

〇介護予防においては運動や
社会参加の機会を設けること
が重要であり、それらの機会
を継続して実施していくため
には、その居場所等に応じて
適切な支援を行う必要があ
る。

〇新型コロナウイルス感染症
の影響で、運動や社会参加の
機会が減少しているため、
ICTの利活用等新たな取り組
みを含めて担保していく必要
がある。

・生活支援コーディネー
ターを中心に、居場所の
立ち上げや活動継続に対
して支援を実施。
・居場所の情報を掲載し
た冊子と地図をそれぞれ
隔年で発行し、情報を周
知するとともに、居場所
間の交流も図る。

市内の居場所の情報をま
とめた冊子への掲載居場
所数
R5までに：153か所

年度末に、増数に
対する評価を行
い、計画年時に達
成できるよう進捗
管理も実施する。

・２層生活支援コー
ディネーターを中心
に、居場所の立ち上
げや活動継続に向け
２層協議体を開催
し、継続できる方法
等について参加者で
決めていく支援を
行った。

市内の居場所の情報
をまとめた冊子への
掲載居場所数　179
か所

◎

Ｒ５年度までに
目標としていた
値を上回ったた
め。

居場所の活動継続に
向け、必要な支援を
行うとともに、居場
所の情報の周知を図
る。

第８期介護保険事業計画に記載の内容 令和４年度（年度末実績）
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1-3リハビリテー
ションのサービス提
供体制の構築

訪問リハビリテーションの利
用率は、2.2％程度で推移し
ており、全国平均、東京都平
均と比較して高く、提供体制
は充実していると考えられ
る。
通所リハビリテーションの利
用率は、年度で上下はある
が、8.2％程度で推移してお
り、全国平均よりは低いもの
の、東京都平均と比較して高
く、提供体制は充実している
と考えられる。
現状として、市の介護保険制
度内でのリハビリテーション
提供体制は比較的充実してい
ると考えられる。
そのため、充実しているサー
ビスの利用率の維持・向上を
図り、必要に応じて事業所の
指導や研修を進めていく。

サービス利用率の維持・
向上
事業所への支援の実施

訪問リハビリテー
ションの利用率
通所リハビリテー
ションの利用率

介護事業者連絡会に
おける研修の実施
実施日：令和5年2月
13日（月）
内容：科学的介護情
報システム（LIFE）
について

市内介護事業所にコ
ロナ禍における事業
継続のための支援金
及び物価高騰対策補
助金により、事業所
の事業継続を支援し
た。

△

訪問リハビリ
テーションの利
用率
小金井市：2.4
東京都：1.7
全国2.0

通所リハビリ
テーションの利
用率
小金井市：6.2
東京都：4.7
全国：8.5

<課題>
通所リハビリテー
ションの利用率は、
6.2％となった。東
京都平均を上回って
いるが、全国平均を
下回っている状況で
ある。

<対応策>
訪問リハビリテー
ション及び通所リハ
ビリテーションの提
供体制は引き続き充
実していると考えら
れる。必要な方が必
要な時に通所リハビ
リテーションを利用
できるよう、引き続
き事業所への支援を
行う。

2-1要介護認定の適
正化

要介護認定の適正化及び平準
化に向け、介護認定調査の質
の向上と調査員のスキルアッ
プを図るとともに、審査会の
合議体間の審査判定状況につ
いて、継続して情報共有を行
う必要がある。

・eラーニング学習シス
テムを市内事業所認定調
査員に推奨を勧め、受講
率向上を目指す。
・東京都及び小金井市の
認定調査員研修を年度内
に定期的開催を目指し、
出席者を募る。
・認定審査会委員研修や
合議体長の連絡会議を開
催する。

・eラーニングシ
ステム受講の推奨
を年2回行い、受
講実績を前年より
向上させる。
・東京都及び小金
井市の認定調査員
研修を年2回開催
する。
・認定審査会委員
研修を年1回、合
議体長会議を年2
回開催し、情報共
有を図る。

・事業所に対し、e
ラーニングシステム
受講勧奨を年2回実
施し、受講実績の向
上に努めた。
・東京都の認定調査
員研修へ参加すると
ともに、小金井市の
認定調査員研修をオ
ンラインで開催し
た。
・東京都の認定審査
会委員研修の受講勧
奨を実施した。委員
の合議体長の会議は
年度内1回実施。

○

一部目標につい
て、新型コロナ
ウイルス感染症
の影響もあり、
数値目標として
は未達成の部分
もあるが、調査
委員に対しては
オンラインでの
研修を開催する
など、介護認定
の適正化のため
の取り組みを進
めることができ
た。

合議体長会議の実施
について、参集形式
で実施した場合と同
様の効果が、オンラ
イン方式でも得られ
るのか等を考慮し、
実施方法の見直しを
検討する。
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2-2ケアプラン点検

東京都のガイドラインを活用
し、運営基準を遵守したケア
プランとなっているか確認を
行っている。新型コロナウイ
ルスの感染状況に鑑み、指定
更新前の運営指導の際、同時
にケアプラン点検を実施して
いる。

担当の人員体制から、運営指
導とは別での実施は難しいこ
とや、専門的な知識の習得が
課題となっている。

サービス受給者が真に必
要とするサービスを利用
できるよう点検を行うと
ともに、点検項目や実施
件数について、さらに効
果的に実施できるように
見直しを進める。

実施件数：15件以
上

実施件数：４１件 ◎

点検項目を整理
したほか、担当
職員の知識習得
も進んだことか
ら、より多くの
ケアプランを点
検できるように
なり、目標とし
ていた件数を上
回った。実施方
法については、
単独での実施で
はなく、実地指
導と同時に実施
した。

今後更に点検の質を
高めるため、専門的
な知識を得るべく積
極的に研修を受講す
る。

2-3住宅改修・福祉
用具給付の適正化

適切な住宅改修や福祉用具の
利用の推進のため、介護保険
のサービス利用についての案
内冊子を作成し、周知を図っ
ている。

住宅改修については、一部の
ケースで改修時に現地調査を
行い、必要性の確認を実施し
ている。また、福祉用具につ
いては、軽度者の福祉用具貸
与について、自立支援の機会
を阻害することがないよう医
師の所見やサービス担当者会
議の記録を確認を行ってい
る。

いずれについても専門的な知
識の習得が課題となってい
る。

点検項目、点検方法等の
マニュアルの見直しを行
いながら、効率性を高
め、点検実施件数を増や
す。

住宅改修の現地調
査件数：10件以上

住宅改修の現地調査
件数：２件

△

利用者の申請状
況や新型コロナ
ウイルスの感染
状況から、利用
者の自宅に伺う
ことが難しく、
目標件数を達成
できなかった。

専門的な知識の習得
について、引き続き
研修の受講や好事例
の収集などを行う。
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2-4縦覧点検・医療
情報との突合

給付費の誤請求や介護保険・
医療保険の重複請求のケース
の洗い出し及び点検を国民健
康保険団体連合会へ委託し、
連携しながら適正な請求処理
を促している。

なお、縦覧点検については、
費用対効果の観点から給付適
正化への効果が見込める一部
の点検項目の実施に留めてい
る。

国民健康保険団体連合会
と連携しながら、誤請求
を行っている事業所に対
して指導を行い、誤請求
を是正し、適正な介護報
酬の請求を促進する。

毎月実施 毎月実施 ○

一部の項目につ
いて毎月実施し
た。提供された
サービスの整合
性について確認
を行うことで、
適切な介護報酬
の請求に繋がっ
た。

国民健康保険団体連
合会が対応する部分
との区分けが曖昧で
あるため、不明な
ケースはその都度国
民健康保険団体連合
会へ確認している。

2-5介護給付費通知

年１回、特定の圏域に対して
特定の月のサービス利用に関
する介護給付費通知を発送
し、被保険者自らが利用して
いるサービスの内容や料金を
確認してもらっている。通知
内容については、受給者が理
解しやすいよう適宜見直しを
行っている。

受給者にとって分かりや
すく、かつ効果的な給付
費通知を行い、受給者に
対して適切なサービスの
利用を普及啓発するとと
もに、自ら受けている
サービスを改めて確認す
ることにより、適切な請
求を促進する。

年1回実施 年１回実施 ○
令和４年１２月
に実施した。

国の制度見直しの動
向を注視しつつ、引
き続き利用者の制度
理解促進を図る。

2-6給付実績の活用

国民健康保険連合会から様々
な給付実績の帳票が送付され
てきているが、種類が多く、
効果的に活用するために、検
討が必要である。

東京都や国民健康保険連
合会の研修に参加するこ
とで、確認帳票の拡大を
図り、適切なサービス提
供と費用の効率化、事業
所の指導育成を図る。

給付実績の活用状
況

給付実績の一部（他
保険者利用の地域密
着型サービス一覧
表）について活用

△

事業所の指定状
況に基づいた
サービスが適切
に行われている
ことが確認でき
た。それ以外の
帳票については
活用ができてい
ない。

東京都や国民健康保
険連合会の研修に参
加し、活用するため
の知識を習得する。
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